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メーリングリストの利用方法
· メーリングリストとは

Possum専用のアドレスがあり、そのアドレスにメールを送信すると、その内容をPossumメーリングリスト登録者全員に転送されるというものである。

· 利用方法

1 メーリングリストへの投稿・返信

· メーリングリストを受信している人が送信者のアドレスを知らない場合があるため、メーリングリストに投稿する際は必ず自分の名前、返信用メールアドレスを表記すること。

· 通常メーリングリストに返信するとメーリングリスト全体に流れるように設定されているため、送り主にのみ返信したい場合は表記されているアドレスに送信すること。

· ポッサムのメーリングリストでは携帯電話での受信を主に考えHTMLメール・添付ファイルをデフォルトで許可していない。また、外部からの参加や広告メールが来ないように登録者以外からの投稿も許可していない。OutlookなどのメールソフトではデフォルトでHTMLメールを送るようになっているので、送信前に確認をすること。
· 過去にメーリングリストに投稿された内容は各自アカウントにログインすることで確認することが出来る。

· メーリングリストが受信できない、といった異常が生じた場合はまずWeb係まで連絡、相談すること。
2 メールアドレスの変更

· メールアドレスの変更をした場合はメーリングリストのウェブサイトのアカウントにログインし、登録メールアドレスの変更設定を行うこと。ただし、メーリングリストによっては管理人が設定を行わなければならない場合があるので注意。
· 注意事項

現在、Possumのメーリングリストは多くの方が登録しているため、メーリングリストを投稿できる時間帯は午前9時～午後10までです（急を要するものを除く）。

また、メーリングリストの内容を十分に考慮すること。

Possum @Wikiについて
· Possum @Wikiとは

Possumの先輩たちが遺した知識やデータ等を扱っている非公式サイトである。

Wikiとは、一言で表すと誰でも編集できるウェブサイトのこと。普通のウェブサイトは、特定の誰かが作ったものをただ見るだけのものだが、Wikiは見るだけでなく、誰でも編集ができるウェブサイトなのである。つまり、Wikiに載っていないが自分が知っている知識を追加することができ、より多くの情報を皆で共有することができる。
· Possum @Wikiでできること

· Possumに関する様々な情報を入手することができる。

· いろいろな人の意見を取り入れることができる。

· Possum @Wikiへのアクセス方法

(1) PossumのHPトップページ右上の赤いクラブをクリック。

(2) むさっぽ下部のPossum @Wikiをクリック。

(3) あとは自分の見たい情報を見つけるだけ。
· その他お願い
· 利用規約については必ず目を通すこと。

· 記名の際には、個人情報保護のため必ずカタカナで記名する。
※企画口座について

企画口座とは、企画に必要なお金を保管している口座であり、運営費として5万円部費から借り入れて運営されている。企画口座は企画における費用の立て替えや保管を目的に使用される。
また、各企画において生じた余剰金額を保管した結果、口座残高が10万を越えた分に関しては現在、大祭打ち上げ飲みにて全て還元するものとしている。
Possumライブラリの利用について
· Possumライブラリとは

主にジャグリングに関する映像資料であり、ビデオ係を通じて貸し出しをすることができる。
大学祭や夏部内、大会、依頼など、様々な映像があるので、ルーティン作りの参考などに利用してください。
· 貸し出し方法
(1) 資料室内の“Possumライブラリ”のビデオリストから、借りたい映像を探す。
(2) 借りたい映像をビデオ係に伝える。学年、名前、借りたい映像の名前を書いて、ビデオ係の木村（adfa0576@chiba-u.jp）までメールを送る。
その際に、ビデオ係と相談して、ビデオを受け取る日、時間、場所などを決める。

(3) 資料を受け取る際には、ビデオ係が管理する貸し出しノートに日付、資料名、氏名を記入する。

(4) 返却の際には、貸し出しノートに返却日を記入する。

※借りたい資料が既に貸し出し中の場合は予約が可能。返却され次第、優先的に借りることができる。
· 注意点

· 借りた資料は破損しないように十分注意すること。
· 貸し出し本数の制限や、返却期間は無いが、良識の範囲内で。（2週間を目安に）

· 又貸しは禁止である。

その他Possumライブラリに関して不明な点はビデオ係まで！
ポッサム資料室について
■　Possum　資料室とは

過去に行われた企画の資料などが収められたWEBページである。

■　ポッサム資料室へのアクセス方法
（1）　PossumのHPトップページ右上の赤いクラブをクリック。
（2）　むさっぽ下部の「ポッサム資料室」をクリックして、ID・PASSを入力。

書き込み用→（ID：　　　　　　　　　　PASS：　　　　　　　　　　）

（3）　あとは欲しい情報を見つけるだけ。
■　コンテンツ

・企画反省資料

・総会議事録

・執行部会議議事録
・MCライブラリ
・Possumライブラリ（諸事情により、wikiから移動させました。）

・その他

■　お願い

・　各企画の担当者は、企画が終わり次第、反省資料等をWEB長に送ってください。

・　当然ですが。ID・PASSは外部に漏らさないこと。

※MCライブラリについて

MCライブラリには、過去の依頼等のMC台本をまとめてある。MCに挑戦する人は、表現・言い回しを参考にすると良いでしょう。ただし、MCは作った台本から修正をした上で依頼に臨んでいるケースが多々あります。そのため、鵜呑みにせず自分で推敲することも必要。

ライブラリに追加する台本があれば、WEB長に送りましょう。その際は日付、イベント名も一緒に送ってください。まだまだ数が少ないので、MCの皆さんはぜひ、送ってください！

部費の請求方法
(1) 部費の請求の際には事前にサークルの承認が必要。（ただし、例外有）
(2) 請求料金は予め金額を会計長に連絡した後、領収書と交換で受け取る。

· レシートでは不可なので注意。

· 領収書にはサークル名（アルファベットで「Possum」）と品物名を明記。

· 領収書の裏には担当者名と使用用途を明記。
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図　領収書の書き方の例
· その他

· 1000円未満の場合は部長と会計長の承認のみで可。

· 依頼の下見は事前の承認不要。

· サークル関連の件での交通費や、その際に交通費を支払う人数については事前に部長と会計長の承認が必要。また、請求の際に切符など金額を示すものを持参すること。（切符などは窓口に言えば持ってられる。）

· 各企画においての企画費の請求については直接幹事と相談すること。ただし、領収書は必ず貰っておく。
体育館利用上の注意
体育館は学校から利用させてもらっている施設です。また、他のサークル、部でも使用しています。体育館の床を傷つけることのないように十分注意してください。

· シェイカーカップ、ウッディーシガー、クリスタルボールなど床を傷つける恐れのある道具は卓球場にて練習するようにしてください。（クラブのねじ部分は特に注意してください。）また、1体、2体では備品の床保護用マットを敷いてから練習してください。
· 荷物は邪魔にならないよう端に寄せてください。一体では釣り輪を体操の人が使うことがあるので釣り輪付近には荷物は置かないでください。

· 体育館内での飲食は厳禁です。
· 使用後はきちんとモップがけを行ってください。
· 体育館終了時間は基本的に21:00ですが、その15分前には片付け始めましょう。しかし、片付けに時間がかかりそうな人は早めに片付け始め、時間をオーバーしないようにしましょう。
· プリント等の配布物はきちんと持ち帰りましょう。個人情報の漏洩につながります。
※部室の利用について

現状では部室はサークルの道具を置くために使用しており、個人の道具をおくことは基本的に出来ません。もしも部室に置きたいものがある場合は事務長に申し出てください。また、部室の鍵の暗証番号は外部に漏らさないようにしてください。
語らいの森等構内での練習に関する注意点
語らいの森は公式なPossum練習場ではありません。現在、練習の場として使わせて貰っている状況です。あくまで公的な場なので、他の人の邪魔にならないように十分配慮してください。

· 通路など人の往来が多い場所での練習は厳禁です。常に周りには気を配ってください。道具をぶつけて怪我をさせるなどというのはもってのほかです。
· けやき会館前での団体での練習、けやき会館が開館時の練習はやめてください。
· 自転車は語らいの森には置かず、近くの駐輪場に止めましょう。
· ごみは絶対に語らいの森に置いていかないでください。使用前より綺麗にするぐらいの気持ちを持ってください。
· むやみやたらと練習場所を広げるのは止めましょう。また、通行人が来たときは速やかに道を空けましょう。
· 授業が行われている時間帯にタクシー、シェーカーなどで大きな音を出すのは極力避けてください。
裏方マニュアル
演者がいなければ依頼は成り立ちませんが、それは裏方がいなくても同じです。
気を抜かずしっかりとやってください。 
· 音響

· 演技の開始、途中、終了での音響の操作を演者に確認する。特に曲ピタの場合は最後の技が失敗した場合についても確認すること。無音でいいのか、予備の音があるかなど。
· 曲先・・・演者登場の前に曲をかける。

板付け・・・演者がステージのポジションについたら曲をかける。

曲ピタ・・・曲が終わるとともに演技が終わる。

フェードアウト・・・演者が最後のポーズを決めたら徐々に音量を下げて終了。
· 通し練習の時の音響機材の操作。（曲を覚え、演者との動きを一致させるためにもやること。依頼によっては演技が見えない場合もあるので注意！）
· 依頼先の対応メディアの確認。できるなら事前に自分で操作法なども確認する。

· 対応メディアへの変換。（CDを作成する場合はファイル形式を全て同一にするのが望ましい。）

· 曲の最初と最後に無音部分を作る。また、無音部分の時間の把握。

· CDを操作する際は読込時間も考慮できるとなお良い。一時停止で待機がベター。
· 曲の時間の控えを作っておくと良い。
· 会場での音の大きさの確認。出来るだけ大きく、一番後ろまで聞こえるようにする。

· 操作員に指示を出す場合

· 操作員は必ずしも敏速とは限らないので、その判断。

· 音の大きさはこちらで操作できるかの打診。

※依頼を終えた後、音源をビデオ係に預けること。
· 道具・ドロッパー
· 道具のセッティング、投げ込み、道具回収（MCとの連携もあり、要相談）、ドロップ時の対応（拾ったものか、新しいものか）を演者に確認。

· 予備の道具を用意してもらう。

· 「絶対に大丈夫」はありえません。裏方はあらゆる可能性を考え、行動しましょう。
· 演技前の道具の把握。

· 演者は練習する時にステージ用の道具を使う場合が多く、道具がバラバラになりやすいので注意。

· 投げ入れする際は経験者に頼むか、要練習。

· 複数人いる時は、仕事の分担を決めておく。

· 演技を覚え、ドロップする確率の高い場所などを把握しておく。

· リハーサル

· 通し練とはきっちり区別しましょう。本番と同じ心持ちで行うこと。

· ミス時のやり直しは出来ません。（演者は曲が突然止まっても演技をやめないこと）

· 全体でかかる時間や、演目の合間にかかる時間などの確認。
· 音響は曲を止める際は停止ボタンでなく、一時停止ボタンで行うとステージ全体の流れが良くなる。

· 本番

· 依頼先では挨拶を忘れないように！
· 事前にPossumウィンドブレーカーを借りておく。また、室内依頼の時は裏方も内履きが必要です。忘れずに。
· 会場の設計を把握しておくこと。（できるだけステージの前を通らずにすむように）

· 音響はボリューム、機材の操作方法の把握。

· 道具はセッティング位置、道具の個数の確認。

· 本番前には演者は基本的にステージそばに来られないのでステージ状況を伝える。（人数、風など）

· 演技によっては観客の見る場所を下げる必要があるので、その準備。

· ドロッパーは道具が観客の方に飛んでいった場合はその観客に対しきちんと謝ること。また、その間にもう一人が道具の投げ込み等をする。
· 最後に全員が登場し礼をする場合は、事前に立ち位置のバランスを確認し、中央の人は覚えておく。また、本番前に全員で礼の練習をしておくと良い。
· 終了後
· 依頼先に迷惑がかからない様、素早く撤収を行いましょう。

· 全体を通して

· 演者の要求に対し、裏方が「出来ない」といってしまったら演者のアイディアが活きません。物理的に無理な要求以外は、たとえ本番中の変更でも受けてください。
· 裏方はノーミスが当たり前です。絶対に失敗は駄目です。
· 自分の仕事が決まっていても全体に気を配りましょう。

· 依頼先の事前通知と実際の会場は異なることは多々あります。裏方はそれも想定して動いてください。
危険物使用のパフォーマンスについて
· 危険物使用の申請

Possumにおいて、危険物を使用しパフォーマンスを行う場合は、事前に消防署などへの申請が必要なため必ず部長に申請をすること。また、依頼で行う場合は依頼担当者と危険物の使用が可能か確認すること。そして、パフォーマンスを行う場所、状況、当日の流れや危機管理について部長、依頼担当者とよく相談すること。

· 火の使用

火を扱う場合、演者のみでなく裏方も火を扱うことになるため、裏方への火の指導など裏方への配慮をすること。

具体的には、以下のようなことが挙げられるので、徹底して行うこと。

· 当日の流れ、もしものことが起きた場合の対応についてチーム全体が把握できるようマニュアルを作成する。

· 火をつけた状態での演技をパフォーマンスを行うチーム全体に一度見せる。

· 消化をする可能性のある人には消化経験をさせる。

※危険物を使用したパフォーマンスは、ショーの時のみならず練習においても人の命に関わる重大な事故を引き起こしかねません。危険物を取り扱う際は一人で勝手に行わず、必ず危険物を取り扱ったことのある経験者のサポートの下で行ってください。
ファイヤーパフォーマンスの注意点
· はじめに
ジャグリングのステージでトーチ等の火のついた道具を使うと非常に盛り上がります。火は様々な魅力を演技に加えることが出来るものであり、使ってみたいと興味を抱いたことがある人もいるかもしれません。また、演者が使うので、そのサポートをする必要があるという人もいるでしょう。
しかし、そういうとき、私達は火を使うときに必要な知識をしっかりと持っているでしょうか？引火したときの消火の仕方や火傷したときの対処等、火を扱う際には自分を、そして周りの人々を守るために知っておかなければならないことがあります。
以下の文章はその「知っておかなければならないこと」をまとめたものです。ただし、内容は「これだけ守れば安全」というものではなく、最小限の注意でしかありません。必ず過去のパフォーマンスなどから情報収集を行い、経験者による監督と十分な安全対策の下で火を扱ってください。
· 服装
普段着ている服で燃えないものは殆どありません。また、金属は非常に加熱されやすいのでアクセサリ等は必ず外すようにしてください。推奨されるのは綿素材の動きやすい服装です。
服の材質には天然繊維と化学繊維がありますが、それぞれの注意点は下記の通りです。
· 化学繊維
溶けて肌に張り付いてそのまま燃えるので、天然繊維に比べて酷い火傷を負う危険が高まります。特にセーター等に使われるアクリルは簡単に燃え上がります。
· 天然繊維
綿などはけばだっていると簡単に火がつき、そのまま燃え続けます。これは実際の着衣引火事故の主原因となっています。

· 消火のための備え
まず、一人で火を使うことは絶対にしないでください。自分の服に火が点いても気付かない可能性がありますし、簡単に消せるわけでもありません。必ず複数人でやりましょう。
近くに必ず消火用の水を用意し、他にも不燃性の消火布や濡れタオルを準備してください。ステージの場合はそれらに加えて消火器を用意しましょう。使う必要がなくても周囲との無用なトラブルを防げるかもしれません。

燃料の傍に荷物や飲料を置かないでください。燃料を道具につける際に少量が周りに飛び散ることがあります。こぼれた時にも危険です。

· 燃料
燃料としてはストーブにも使われる灯油が一般的です。ただし、市販の灯油は添加剤としてナフタとベンゼンを含んでいるため、非常に有害です。
ガソリンは絶対に避けてください。ガソリンは揮発性が高く、普段から蒸発して周りの空気と交じり合っています。ここに火を近づけると爆発的に燃え、蒸し暑いとガスが拡散しにくくなって非常に鎮火が難しくなります。同様の理由でシンナーなどの揮発性の液体も避けてください。
燃料を放置することは絶対にしないでください。悪意のある人が燃料の入った器を倒して火をつけるまではあっという間です。注意しましょう。
· 道具
使う前に道具が壊れていないか、ネジが緩んでいないかを確認しましょう。トーチ・ポイ・デビルスティックなど、多くの道具は使う際に回転をかけるので、火の点いている部分が外れると何処に飛ぶか分からず非常に危険です。また、ポイやメテオは失敗すると体に巻きついて外せない可能性がありますので、十分に上達してから挑戦しましょう。
燃料を容器から直接道具にかけないでください。必ず別の容器に少量を移し、スポイト等を使って道具にかけてください。
燃料をつけた後、周りに人がいない場所で道具をよく振って余分な燃料を切り、演技中に燃料が飛び散らないようにしてください。また、このとき燃料を付けすぎているとそれが周りに沢山撒かれてしまいます。何かの拍子で引火する危険がありますし環境にもよくありません。あらかじめ、どの道具にどの程度の燃料をつけるのか確認しましょう。
火をつけた道具を扱う際は近くに人がいないことを必ず確認してください。関係者以外の人が近くにいるときは火を点けないようにしましょう。無用なトラブルは避けるようにするべきです。
火を点けた道具の受け渡しは相手に近づいて行ってください。投げて渡す演技も行われていますが、これは十分にリハーサルを行った上での行為ですので、普段練習しているときに軽い気持ちで行うことは止めましょう。
燃えていたり、火が消えた直後の道具に燃料を注ぎ足すのは危険です。灯油よりも引火性の高い燃料での危険は言うまでもありませんが、引火しにくい灯油でも熱せられれば蒸発が早まって引火しやすくなります。必ず火を消し、しばらく冷ましてから燃料を補給してください。
道具を片付けるときは燃料を最後まで燃やしきり、しばらく冷ましてから整理しましょう。火が消えた直後の道具、特にネジなどの金属部品は非常に熱くなっています。そのままだと触れたときに火傷をするし、道具を入れる容器が溶けたり燃えたりする可能性があります。
· 観客の安全

パフォーマンスというからには観客が存在します。演技をするからには彼等の安全を確保することを必ず考えなくてはいけません。最低限確認することとしては
· 観客との位置関係
· 水の確保は何処でできるか
· 可燃物の有無とその位置
· 事故が起こった際の緊急連絡先

これらを確認の後、演者・裏方・消火器具の配置を決定し、緊急時の行動を決定していくことになります。
· 事故の際の対処
· 火傷をした場合
流水でしばらく冷やし、軟膏などは塗らないことが基本です。ただし、火傷のしかたによって対処が変わるので注意が必要です。
· 指に火傷をした場合
十分に冷やした後、指１本１本別々にガーゼで巻きましょう。複数の指をまとめて巻くと、癒着することがあります。
· 衣服の上から火傷をした場合
そのまま衣服の上から水をかけて冷やします。無理に衣服を取ろうとすると場合によっては皮膚ごと取れてしまうことがあります。
· 顔面を火傷した場合
まずは流水で冷やします。焦げた髪の毛やまつ毛が気管に入っていることもあるので、必ず病院へ行きましょう。
· 灯油を吸い込んだ場合
市販の灯油は添加剤としてナフタとベンゼンを含んでいるため、非常に有害です。皮膚についた場合はすぐにふき取ってください。目に入ったときは水で洗い流してください。誤って飲んでしまった場合、無理に吐こうとせずにまずは内臓へのダメージを抑えるために水を飲み、それから医師の診察を受けてください（燃料が肺に入ると化学性肺炎を起こし、呼吸困難になってしまいます）。
· その他
· 「慣れ」に注意しましょう
火を使い慣れてくると、どの程度まで安全なのか、ということが感覚で掴めてくると思います。その感覚は大事ですが、だからといってそれによって鈍感にはならないでください。自分が安全だと思っていても、一般の人にとっては、「火は危険なもの」です。たとえば、燃えているトーチを落したジャグラーが「しばらくならそこに落ちていても大丈夫」と判断していても、周りに居る人（特に、その場所に責任のある人）の方は血相が変わっている、ということはありえます。
実際に危険が無くてもトラブルが起これば損をするのはジャグラーです。それに、火を点いた道具をぞんざいに扱われていい気持ちがする人はいないでしょう。
· 時、場所、場合を良く考えましょう。
燃えやすいものが近くにある状況で火を使うのはともかくとして、それ以外は常識と想像力を働かせてくださいとしか言いようがありません。例えば、ある人がある場所で火を使ったことで何か問題を起こした場合、その場所でジャグリングやその他パフォーマンスが出来なくなればその人だけの問題ではありません。

· 火吹きはやめましょう。
火吹きはファイヤージャグリングの中でも群を抜いて危険な行為です。
まず、火傷の危険があります。火を噴いた瞬間に風向きが変われば確実に火傷をしますし、口の中に引火したらただではすみません。肺の中まで焼ければ、最悪、死にます。
また、燃料には多かれ少なかれ毒性があります。前述の通り灯油にはナフタとベンゼンが含まれていて有毒です。口に含むだけでも粘膜から吸収されるし、飲み込んでしまう可能性もあります。肺に入れば化学性肺炎を起こして呼吸困難を起こしてしまいます。そうすればよくて入院することになりますし、最悪、死にます。
どうしてもやりたいという場合は比較的毒性の少ないエチルアルコールを使い、経験者に教わりましょう。ただし、リスクをゼロにすることは出来ません。
· 最後に
ここまでで挙げた様々な注意点の中には実際に守られていないことも多々あるでしょう。
化繊の服で火を扱う、ガソリン等危険な燃料を使う、火が消えた直後の道具に燃料を継ぎ足すetc・・。
しかし、これらの行為はやっている本人と他のメンバーが相応のリスクを背負い、加えて入念な準備を行った上で実現しているものであり、決して安易な気持ちで行っていいものではありません。
上の文章でも述べていますが、火を使ったことで起こした問題は本人の責任だけでは済まずに他の火を使うジャグラーにも影響を与え、その被害は多くの場合周りにも及びます。そのことを常に意識して火を扱うようにしてください。
· 参考
「火の取り扱いについて」（日本ジャグリング協会）
「ファイヤージャグリングとスインギング」（ラネゲード・ジャパン）
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